
山形県立米沢鶴城高等学校〔定時制の課程〕

自己評価
　◎：達成

　○：概ね達成

　△：やや不十分

　×：不十分

評価項目 今年度の達成状況（％：肯定的評価） 自己評価 今後の課題 評価委員からの意見

①自他共に尊重しつつ自らの役割を
考え、表現力・関係調整力を高める。

授業や特別活動で協力しながら物事を成し
遂げる力を育成する。
自分の目標に向けて計画的に実行する力を
育成する。

各種行事やペア・グループ学習により年次を越えた様々な交流が活発に行われた。（「学校行事
はみんなが楽しく行えるように工夫されている」生徒84.9%）一方、学習アプリを活用した科目
「STEP UP TIME」への取り組み状況からは、自分で目標を設定し計画的に進める力は不十分で
あることが読み取れ、指導のあり方を検討する必要がある。

○

・生徒に見通しをもって計画的に
取り組ませる授業展開の検討

②就労や社会奉仕活動を通し、社会
性・協調性・実践力を育む。(地域行
事への参加者延べ5名以上、就労率
50%以上)

就労やボランティア活動での経験を通じて、
粘り強く取り組む姿勢や協力しながら物事を
成し遂げる力を育成する。

約半数の生徒が継続的な就労を通し社会性、協調性など学んだ。（就労率50.0%、「働きながら学
ぶことへの配慮や支援をしてくれている」生徒84.9%，保護者等89.4%）また、昨年度に引き続き上
杉まつりなどのボランティアに参加し、地域と積極的に関わる活動が行われたが、昨年度に比べる
と参加生徒の延べ数が減った。

○
・就労・ボランティア共に参加して
いない層への手立ての検討

③基本的生活習慣を確立(出席率90%
以上)させ、社会で自立する力を育成
する。

社会における決まりやルールを守り、生活リ
ズムを整え、学校生活や就労に向かう力を養
う。

少人数学級であることを活かした細やかな声掛けにより、高い出席率を維持した（出席率91.7％)。
生徒の個別の事情に配慮しながらも、礼儀や身だしなみ、態度や姿勢などの社会通念について
の指導を実施した。（「社会の決まりを守る大切さについての適切な指導」生徒88.6%） ◎

①個に応じた学習支援体制を構築
し、「わかる授業」を実践する。

個々の生徒のつまずきをや得意分野を把握
した授業展開を行う。

ICTを活用した学習やスモールステップでの授業展開を基盤とし、各担当者の工夫や机間指導に
より、生徒ひとりひとりの習熟に応じた授業を展開することができた。（「授業はわかりやすい」生徒
84.9％、「授業で質問しやすい」生徒88.7%） ◎

・学習アプリを活用した授業におけ
る評価方法の検討

②ICTの効果的活用と、科目横断的
授業により学力の定着を図る。

学習アプリを使用した授業と、総合的な探究
の時間を始めとする教科横断的な学習の円
滑な運用を行う。

学習アプリを活用した科目「STEP UP TIME」や今年度から実施されて総合的な探求の時間を中
心に、教科の枠を超えた学力や探求活動を行った。また、外部講師を活用したICT講座を実施し
た。学習アプリを用いた授業の展開については、指導・評価方法を来年度再検討が必要である。 △

・来年度新規に開講する「卒業研
究」と「産業社会と人間」「総合的な
探究の時間」との連携方法

③地域社会に目を向け、課題解決に
向けて取り組む姿勢を育成する。(防
災通信4回発行、地域行事への参加)

地域の社会的・地理的特徴とどのような課題
があるのかを把握し、それに対処する力を育
成する。

総合学科に伴い開講された「産業社会と人間」や「総合的な探究の時間」を通して、地域課題を知
りその解決方法を探る取り組みを行った。（「地域や社会とのかかわり方やその課題について考え
る機会がある」79.2%）また、鳥獣害の増加を受けた被害防止のための生徒対象研修会を行った。 ○

・PDCAサイクルに基づいた探究活
動の実施方法の検討

①全職員で生徒の成長・発達を支援
する。(年6回の全員面談実施)

年間６回の全生徒面談と、日常の見守りを実
践する。

年間６回の個別面談等および３回の会議により、生徒の様子を的確に把握することで、生徒がど
の教員にも相談しやすい体制を整え、学校生活に対する不安感の払拭につなげた。（「悩みや相
談、体調不良に親身になってくれる」生徒94.3%，保護者等70.2%,）。 ◎

②学校開放日やＨＰにより情報を発
信する。

ホームページやさくら連絡網で最新の情報を
提供する。

昼間化や校舎移転などの変化について、ホームページや学校開放日を活用して情報発信を行っ
た。（学校開放日参加者延べ115名）保護者を対象としてさくら連絡網を活用し、丁寧な情報提供
を行った。（「学校に関する情報を適切に提供」保護者80.8%） ○

・HPの効果的な活用

③特別支援教育やSC、SSW等、個に
応じたきめ細やかな支援を行う。(随
時実施)

特別支援教育に係る職員の知見を高め、職
員会議やその他の機会を活用して、生徒の
現状を把握する。

１年次に対しSCによる全員面談を実施し、高校生活への適応を支援した。

○

・昼間化による心身への負担軽減
の支援

①昼間定時制に向けた行事や規定
の見直し(全分掌で実施)

昼間化、三修制化、校舎移転に向け、規程
の見直しを行う。

予定通り進めることができた。

◎

②時間外在校等時間40時間以上の
教職員がゼロ

働き方改革による時間外在校等時間の削減 年間平均で達成することができた。

◎

令和7.12.5 ～ 12.12

令和7.12.5 ～ 12.12保護者等アンケート 〇米沢鶴城定時制は働きながら学ぶことについて配慮や支援をしている　〇米沢鶴城定時制は施設の管理や清掃が行き届いている　〇子供を米沢鶴城定時制に入学させてよかった

令和７年度　学校評価書（自己評価・学校関係者評価）

評価のための取組 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価の高かった主な項目（肯定的評価が85％以上となった項目）

生徒アンケート

〇授業でわからないところを先生に質問しやすい　〇学校の評価はテストの得点だけでなく課題や生徒の努力、授業に取り組む姿勢を含めて総合的に行われている　〇先生方は社会の決まりやルールを守る大切さについて適
切に指導している　〇先生方は悩みや相談、体調不良に親身になって対応してくれる　〇学校は進路についての情報をよく知らせてくれる　〇学校では自分の将来の働き方や生き方について考える機会がある　〇学校で地震や
火災等の災害が起こった場合どのような行動を取ればよいか具体的に知らされている　〇学校は健康に関する指導を適切に行っている　〇給食は工夫されていて適切な内容だと感じる　〇私は米沢鶴城定時制に入学して良かっ
たと思う

スクールミッション

重点目標

1

2

【育成を目指す資質・能力に関して】
・夜間での授業に出席率91％は大変なご苦労があったと思います。これからも面
談などをして出席率を維持してください。
・昼間定時制移行に向け就労状況にも変化があると思われますが、引き続きサ
ポートをお願いします。
・就労率50％の目標を達成できたことは大変良かったと思います、昼間定時制で
の新たな課題も出てくると思います。継続の努力を希望します。
・中々難しいのですが、目的を同じくして共同作業に従事することは就職等にも
必ずメリットになりますので、機会ある毎に参加すべきと考えます。

【教育課程の編成及び実施に関して】
・生徒からのアンケートだと「わかりやすい」「質問しやすい」は80％を越えている
ので、生徒に合わせた指導をしていると感じます。
・生徒アンケートでは、学習評価はテストの得点だけでなく総合的に行われてい
る点に対する否定的回答がゼロであり、継続頂きたいと思います。
・先生方も講習会へ参加したり支援体制が充実することを願います。地域に対し
て関心が高い生徒もいる様です、ぜひ上郷の地域行事などへ参加して、課題解
決のお手伝い願います。

【入学者の受け入れに関して】
・生徒との面談を年６回実行して、生徒との信頼が増したのではないかと思う。こ
れからもきめ細かい指導をしてほしい。
・学校開放日には多くの方から参加頂き、高い期待があることが認められます。
・全員面談を通して一人一人に向き合う教育はとても良いと思います。学校開放
日では今年とても多くの参加者がいて驚きました。情報発信の成果でもあると思
います。
・個に応じた支援では企業ではcoaching技術を奨励しています。contentsのみな
らずcontextの理解が必要かもしれません。

【その他】
・来年度からは日中に授業をするのでいろんな課題が出ると思われるが、生徒に
寄り添った指導をしてください。
・良い取組を全日制の教職員様とも共有願います。
・評議員会でもお話聞きましたが、夜間から日中に変わることは、成長期の生徒
たちにとってとても大きな変化だと思います、スムーズな移行ができますことを願
います。
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置賜地区唯一の定時制高校として、基礎学力の充実と実践的・協働的な学習活動に取り組むことを通して、誠実な心と挑戦する意志を基盤と
した人間性を豊かにすると共に、一人ひとりの考えを広げ、個性を伸ばすことで、持続可能な地域や社会の創り手となり、その発展に貢献する
人材を育成します。


